
ファミリー＜8298＞、MBOで株式を非公開化

輸入車ディーラーのファミリーは11日、MBO（経営陣による買収）で株式を非公開化すると発表した
。創業家出身で同社専務の清水貴志氏が設立したTSホールディングス（千葉市）がMBOの一環としてT
OB（株式公開買い付け）を行い、全株取得を目指す。買付代金は最大42億313万円。ファミリーはTO
Bに賛同している。TOBが成立すれば、ジャスダック上場が廃止となる見通し。少子高齢化や若者の車
離れなどで国内自動車市場が縮小に向かう中、中長期的な経営戦略と迅速な意思決定体制をつくるため
には非公開化が望ましいと判断した。

TSホールディングスはファミリー株を1株につき750円で買い付ける。TOB公表前日の終値553円に35.
62％のプレミアムを加えた。買付予定数は560万4176株で、買付予定数の下限は所有割合67.34％に
あたる377万4089株に設定した。創業家の資産管理会社などが保有する29.61％分についてはTOBに応
募が決まっている。

買付期間は2021年5月12日～6月22日。決済の開始日は6月29日。公開買付代理人は野村証券。

ファミリーは千葉県を地盤とし、欧米の複数ブランドの正規ディーラーとして新車、中古車、自動車の
部品・用品の仕入れ・販売、修理を展開する。多角化事業として、不動産の販売、マンション、ビジネ
スホテルなどの賃貸、太陽光発電事業を手がける。会社設立は1973年で、1988年に株式を店頭登録（
現ジャスダック上場）した。


